


ネオニコフリー農産物
販売の動き

世界は制限、日本は緩和
というギャップ

カナダも
使用禁止を検討開始

北海道大学の研究
市販の緑茶ペットボトル
全てからネオニコを検出世界は、使用を制限する流れと

それを支持する市民運動が活発
化しています。一方、日本は基
準値緩和、新規登録などが進ん
でおり、世界とのギャップが生
まれています。日本の法整備の
過程には、予防原則的手法が用
いられないという背景があるた
めですが、消費者の中には、強
い違和感と不信を感じる人が出
ているようです。

ニュースは増えていますが、多
くのスーパーや生協は、現状問
題は無いという立場です。代替
薬もなく、辞めると旧来の毒性
の高い農薬に戻ってしまう、と
いう判断もあり、制限に取り組
む業界はまだ多くありません。
一方、食に関心が強い消費者と
の取引が強い組織では、ネオニ
コフリー農産物の販売を強化す
る動きも始まっています。一部
生協には、マークを表示しての
販売が始めているところも。ま
た、新潟農民連は、消費者の要
望に応えるためネオニコフリー
米の生産に取り組んでいます。

日本の行政でも再評価の動きが
海外の動き、消費者の署名、議
員による指摘などを受け、農水
大臣が、イミダクロプリド、チ
アメトキサム、クロチアニジン、
ジノテフランの 4剤については
優先的に再評価を行うと回答を
しています。使用禁止を問うも
のではないと言われています
が、国内行政でも動きが始まっ
ているのは確かです。

市販の緑茶葉や緑茶ペットボト
ル飲料製品全てからネオニコ系
農薬が検出されることを確認
し、Toxicology という海外の
学術誌に発表しました。同時に
調査をおこなったスリランカ産
の茶葉からは検出がゼロと報告
されており、日本のネオニコ使
用頻度がクローズアップされ消
費者の関心を集めました。

EUに続きカナダでは、蜂では
なく、水生昆虫への影響が大き
いとして、現在、ネオニコチノ
イド系農薬のクロチアニジンと
チアメトキサムについて、使用
禁止を検討するパブリックコメ
ントの募集が開始しました。

フランスは
9月から 5剤禁止

フランスでは、2018 年 9月 1
日から、クロチアニジン、イミ
ダクロプリド、チアメトキサム、
チアクロプリド、アセタミプリ
ドの 5剤を使用禁止にしまし
た。ヨーロッパ圏内で、もっと
も農薬に対して厳しい政策を
採っているフランス（ちなみに
グリホサートも禁止した）。代
替薬の存在の有無や農業現場で
の対応がどうなっているのか興
味深いところです。



ネオニコチノイド系農薬は
どうして効くの？
ネオニコチノイド系農薬は、神
経系に作用して、殺虫効果を発
揮します。神経に作用する農薬
というと、今でも広く使われる
有機リン系農薬が有名ですが、
作用の仕組みは似ているようで
ちょっと違います。
有機リン系殺虫剤は、神経の興
奮状態を平常状態に戻すのに働
く物質の邪魔をして、ずっと興
奮状態にさせる仕組みです。
一方、ネオニコチノイド系農薬
は、神経を興奮させる物質のふ
りをして、ずっと興奮状態にす
る仕組みです。つまりニセ神経
興奮物質として働きます。

人には安全
虫には良く効くと言うけど？
ネオニコチノイド系農薬が、神
経に作用する仕組みは、昆虫も
人も持っています。ただし、感
受性に大きな差があり、これ
を持って、人間には低毒性、低
作用性であると評価されていま
す。しかし、最近の研究では、
人への低作用性を確認したとさ
れる報告の中身が、不十分な検
証であったことなども指摘され
ています。

人への作用性を
心配する声や研究も
ネオニコチノイド系農薬が作用
する仕組みは、人も持っている
ことから、人の自律神経への影
響を調べる研究が進められてい
ます。いくつかのレポートでは、
子どもの脳発達や心臓に影響を
することを指摘するものもあり
ます。

研究はまだ始まったばかり
日本国内の 3歳児（223 名、
2012-2013 年）を対象に行われ
た尿調査では、何らかのネオニ
コチノイド代謝物が 80％ほど
の検出率であることが報告され
ています。
動物実験では、精子形成に影響
があったという報告もあるよう
です。

人体への影響は
まだはっきりわかっていない
というのが現在の段階

海外で、ハチ類をはじめとする
自然界に影響する可能性が指摘
された流れから、人への影響へ
の研究が加速しています。
現時点では、人への影響はまだ
はっきりとしていない段階では
あります。
いずれにせよ、ネオニコチノイ
ド系農薬と限らず農薬は、その
作用機構を見れば、何かしらの
環境や人体への影響を持ちうる
可能性が常に隣り合わせにある
ことは否めません。引用：NPO法人ダイオキシン環境ホルモン国民会議が配付するの資料より



ネオニコチノイド系農薬を巡る動き 

•６月７日の参院農水委員会で審議された農薬取締法改正案の質疑において、齋藤農水大臣は７月６日の
会見で、ＥＵが屋外使用禁止を決めたネオニコチノイド系３農薬（クロチアニジン、イミダクロプリド、
チアメトキサム）の再評価を優先的の行うことにしていると発言。 
•2018年4月EU委員会,ネオニコ(クロチアニジン、チアクロプリド、イミダクロプリド)の屋外使用を禁止 
•フランスは18年9月から全てのネオニコ系農薬を禁止 
•米国,2015年イミダクロプリド,クロチアニジン,チアメトキサム,ジノテフランの新規登録,変更を停止 
•カナダはジノテフランの段階的禁止の方針 
•韓国は2014年、EUの一時禁止を受け、クロチアニジン、イミダクロプリド、チアメトキサム使用禁止 
•・台湾では2017年、養蜂農家の要請を受け、ネオニコ3剤のライチとリュウガンへの使用を2年間禁止 

市販農産物のネオニコチノイド系農薬残留検査結果 
分析センターで、市販品などについて残留農薬378成分分析をおこなった結果は以下の通り（表5）。 
・ネオニコチノイド系農薬を超高感度分析をおこなうと、検出が認められるものが多い 
・ネオニコチノイド系農薬の検出頻度は高いが、濃度はかなり低い事がわかる。 
・基準値超過はない。基準値が日本は高いという議論があるが、EU基準でもクリアしているものはある。 

表5 市販農産物のネオニコチノイド系農薬残留検査結果
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玄米1 検出せず - - JAS有機
玄米2 検出せず - - 特別栽培
玄米3 検出せず - - JAS有機
玄米4 検出せず - - JAS有機
玄米5 検出せず - - JAS有機
玄米6 ジノテフラン 0.0023 2 8.0 ネオニコ
玄米7 ジノテフラン 0.0023 2 8.0 ネオニコ
玄米8 ジノテフラン 0.0019 2 8.0 ネオニコ

リニュロン 0.0041 0.1 0.05 除草剤
フェリムゾン 0.0073 2 0.01 殺菌剤

玄米6 検出せず 8.0 ネオニコ
玄米7 ジノテフラン 0.0098 2 8.0 ネオニコ
玄米8 ジノテフラン 0.0028 2 8.0 ネオニコ



図1 有機栽培野菜の残留農薬387成分検査結果の⽐較
備考

分析No, 品名
ナガイモ 有機
枝豆 有機
ブロッコリー 有機
ゴボウ 有機
トマト 有機
にんじん 有機
水菜 有機
オクラ 有機
なす 有機
玉ねぎ 有機
きゅうり 有機
レタス 有機
小松菜 有機

図2 野菜の残留農薬378成分検査結果の比較
備考

分析No, 品名
モロヘイヤ ジノテフラン 痕跡
モロヘイヤ ジノテフラン 0.0003
モロヘイヤ ジノテフラン 痕跡
トマト

アセタミプリド 0.0164
スピノシンA 0.0044
スピノシンD 0.0032
ボスカリド 0.0172
ニテンピラム 0.0005
リニュロン 0.0174
フェンピロキシメート 0.0024

きゅうり ボスカリド 0.01
トマト ジノテフラン 痕跡
トマト イミダクロプリド 0.0067

ボスカリド 0.0016
アゾキシストロビン 0.0916

なす クロチアニジン 0.0009
なす チアメトキサム 0.0003

クロチアニジン 0.0025
ニテンピラム 0.0034
アゾキシストロビン 0.0018
クロチアニジン 0.0038
ニテンピラム 0.0064
アゾキシストロビン 0.0054

ゴボウ アゾキシストロビン 痕跡
ゴボウ アゾキシストロビン 0.0017
さつまいも
さつまいも

ねぎ トルフェンピラド 0.148

不検出
不検出
不検出 不検出
不検出 不検出

トマト 不検出

不検出
不検出

不検出

不検出
不検出

ねぎ トルフェンピラド 0.152

不検出 不検出
不検出 不検出

トマト 不検出

不検出 不検出
不検出 不検出

分析結果
GC/MS LC/MS/MS
検査未実施
検査未実施
検査未実施
不検出 不検出

不検出 不検出

分析結果
GC/MS LC/MS/MS
不検出 不検出

不検出 不検出
不検出 不検出
不検出 不検出
不検出 不検出
不検出 不検出
不検出 不検出
不検出 不検出



図4 スイカの残留農薬378成分検査結果の⽐較
備考

分析No, 品名
スイカ 不検出 チアメトキサム 痕跡
スイカ 不検出 イミダクロプリド

クロチアニジン 0.0010
ピラクロストロビン 0.0002
フルフェノクスロン 0.0002
フロニカミド 0.0110
ボスカリド 0.0067
アセタミプリド 0.0020
ニテンピラム 0.0021
フルフェノクスロン 0.0148
メソミル 0.0021

⽶類の検査結果
備考

分析No, 品名
精白米1 ジノテフラン 0.0014

フラメトピル 0.0002
フェリムゾン 痕跡

精白米2 ジノテフラン 0.0019
精白米3 ジノテフラン 痕跡

アゾキシストロビン 痕跡
精白米4 ジノテフラン 0.0045
玄米1 エチプロール 0.0019
玄米2 ジノテフラン 0.0034
玄米3 ジノテフラン 0.0037

フラメトピル 0.0008
フェリムゾン 0.06

玄米4
野菜類の検査結果

備考
分析No, 品名

ブロッコリー クロチアニジン 0.0004
ジノテフラン 痕跡
チアメトキサム 0.0017
ボスカリド 痕跡

キャベツ クロチアニジン 0.0004
ジノテフラン 痕跡
チアメトキサム 0.0048

大根の根
大根の葉 ボスカリド 0.0081
にんじん
小ねぎ ペルメトリン 0.12 クロチアニジン 0.0009

チアメトキサム 0.0007
ニテンピラム 0.0006
フルフェノクスロン 0.0006

レタス アセタミプリド 0.0116

LC/MS/MS

スイカ プロシミドン 0.001

分析結果

スイカ 不検出

GC/MS

分析結果
GC/MS LC/MS/MS

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず
検出せず
検出せず

検出せず

検出せず

分析結果
GC/MS LC/MS/MS

検出せず



表　赤ワインの残留農薬分析2018（未公開データの一部） 

表　漢方生薬の残留農薬分析結果2017（公開データの一部） 

No. 品名 産地 検出農薬名 検出値(mg/kg)
443-03 赤ワイン ロシア ボスカリド 0.0084

シプロジニル 0.0022
フェノキシカルブ 0.0005
アゾキシストロビン 0.0003
ピラクロストロビン 痕跡
グリホサート 0.0207

443-04 赤ワイン チュニジア イミダクロプリド 0.0056
チアクロプリド 0.0001
イプロバリカルブ 0.0151
フェンエキサミド 0.0024
ボスカリド 0.0003
グリホサート 0.0536

443-08 赤ワイン ウルグアイ イプロバリカルブ 0.0002
メトキシフェノジド 0.0136
ジメトモルフ 0.0007
アゾキシストロビン 0.0001
グリホサート 0.0153

443-09 赤ワイン ペトナム チアメトキサム 0.004
イミダクロプリド 0.0107
アセタミプリド 0.0012
カルボフラン 0.0007
フェノブカルブ 0.0008
ジメトモルフ 0.0001
メトキシフェノジド 痕跡
アゾキシストロビン 0.0021
トリシクラゾール 0.0002
グリホサート 痕跡

443-11 赤ワイン タイ チアメトキサム 0.0123
イミダクロプリド 0.133
カルバリル 0.0001
イプロバリカルブ 0.0111
フェンエキサミド 0.001
メトキシフェノジド 0.0002
ボスカリド 0.0004
ジメトモルフ 0.0147
アゾキシストロビン 0.0005
グリホサート 痕跡

465-01 赤ワイン イタリア 検出せず
オーガニック

試料名 原産地 検出成分名 検査濃度(ppm)
キジツ 記載なし アゾキシストロビン 

アルジカルブ 
ボスカリド

痕跡 
0.009 
0.089

サンシュユ 記載なし アセタミプリド 
クロルピリホス

痕跡 
0.226

ソヨウ 記載なし アセタミプリド 
クロルピリホス

痕跡 
0.029

タイソウ 記載なし イミダクロプリド 0.003
チンピ 記載なし 2,4-D 

アセタミプリド 
イマザリル 
イミダクロプリド 
カルボフラン 
クロルピリホス 
チアメトキサム 
フェンピロキシメート 
ヘキシチアゾクス

0.053 
0.008 
0.027 
0.006 
痕跡 
0.028 
痕跡 
痕跡 
痕跡
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